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ヘーシオドス『仕事と日』における OtK11について

平山晃司

I 

本稿の目的は、へーシオドスの叙事詩『仕事と日』における OtKT)の意味を、ホメーロスにおけ

るこの語の用例と比較しつつ明らかにすることである。ところで、 OlKT)は動詞0ElKVUμlと同じく

「示す」を意味する印欧祖語＊deik－を語源とするがl、そこから「指示（するもの）、やり方、慣

習」という基本義が生まれ、それからさらに他の様々な意味が派生していったとするのが通説で

あったえこれに対してLR. Palmerは、 OtKYJの二つの基本義「しるし、指標、特徴」と「境界線、

分割線Jが同ーの語根からそれぞれ別個に生じ、前者からは（a）「ある特定の人間集団に特徴的な

伝統的・習慣的行動様式、相応しい態度」の意味が、後者からは（b）「紛争の解決ないしそのため

の提案、裁定j の意味が、それぞれ派生したとする説を唱えたと従来の諸説が、一方の意味から

他方の意味が派生したという考えに囚われるあまり、しばしば誤謬に陥ったことに鑑みれば、

Palmerの見解はより当を得たものであると思われる。それゆえ本稿でも、この線に沿って考察を

進める。次節ではまず、上の（a),(b）それぞれのホメーロスにおける用例を検討する。

II 

ホメーロスが（a）の意味での OtKT)を用いるのは僅かに7度、それも『オデュッセイア』におい

てのみである4: 

（オデュッセウスは誰に対しても非道なことをしもせず、言いもしなかった。）それこそが王

者の直じで、とかくある人聞は憎むが、ある人聞は寵愛するということになり勝ちであるが、

． （竹 t’tσ1:lOtKη8drov ~ασ1入内(J)V : 4. 691) 

人聞はーたび死ねば、こうなる（影のような存在になる）のが主主なのです。（αるτrt8iKrt tσ1:l 

~p01:らv' 01:£ 1:l包KE8&vnσlV: 11. 218) 

主人 それもまだ年の若い主人が、屋敷を取り仕切っておられる時には、絶えず脅えてお

らねばならぬのが召使の宜心。（内yap8μffirov 8iKrt £στiv : 14. 59) 

しかし、わたしがなんとも悲しく口惜しく思うのは、あなた方の求婚の仕方が、これまでの

主主主斗と違うこと。（μvηστ印刷0もχ竹0£OtKYJ tらπapot8£1:E1:UKτ0 : 18. 275) 

これ（屋敷の中に神がし1ると、壁や天井や柱などが光り輝いて見えること）がオリュンポス

に住まいます神々の主主主主じゃ。（αu1:η1:01OtKYJ tστt 8£ゐV,Ol”・m.uμπov Eχoucnv : 19. 43) 

1 Beekes (2010), s. v. 8iKη． 
2 Hirzel (1907）は、「イーリアス』においては I判決、裁定」という意味でのOlKllの用例が豊富であるのに対して、
「やり方、慣習Iとしづ意味でのそれは『オデュッセイア」にしか見られないことを根拠に、後者はやや時代が

下ってから新たに生まれた語義であるとしてこの通説に反対し（60-63）、この語は元来、裁判官を務める王ないし

長老が判決を述べる際に手にした窃杖を「投げる」行為を表したもので、あって、そこから「判決、裁定Iの意味

が生じたのだと説く（94f.)。

3 Palmer (1950), 157-9. 
4以下、ホメーロスからの引用に際しては岩波丈庫の松平千秋訳を用いる。ただし、長母音は音引きによって、 λ

の連続は促音によって表す（例：トロイエ→トロイエ一、アキレウス→アキッレウス）。
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今のわたしのように、長の年月国を離れ、苦難を嘗めつつ多くの町々を放浪した人間にとっ

ては、それ（身の上話をすることによって、さらに悲しみが増すこと）が宜~なのです
から。（内yapOtKη，…： 19. 168) 

むしろおぬしには王侯の如き風格がある。浴みして食事を摂った後は、柔らかな拝に臥すと

いう、いわば老人の特権ともいうべき暮らし方のできる、貴人の風格がおぬしには具わって

し、る。（内yapOtKηtστi ycp6vτffiV : 24. 255) 

(b）の意味での OtKT]のホメーロスにおける用例を検討するに先立ち、初期ギリシア社会におけ

る紛争解決の過程を粗描しておこう。 土地その他の財産に対する所有権をめぐって二人の人

間の聞に紛争が生じた場合、自力救済、すなわち暴力によって紛争に終止符が打たれることもあ

り得た。しかし、もし双方が平和的な解決 (8iKri）を望みながら合意に達することができずにい

るならば、第三者に解決案を提示（8目的ElV）してもらうことによって紛争を終結させることも可

能であった。その場合、両当事者は一人の有力者の下に訴え出て、その裁判官（OlKασπ6λo包）と

しての意見に従うか、あるいは複数の人々に紛争解決のための提案（OtKαt）を求め、その中で最

も双方の意に適った裁定に従うかのいずれかであった。ただし、その過程において、紛争当事者

はそれぞれ自らの解決案を述べる（8mxs£σOαt）こともできた。なお、こうした紛争解決の過程

そのものもまた OtKT]と呼ばれた。

『イーリアス』には、このような紛争解決の事例が二つ見出される。一つは、第23歌のパトロ

クロスの葬送競技における戦車競走の後に生じた、メネラーオスとアンティロコスの争いである。

競走の結果、着順は 1位がディオメーデース、 2位が不正行為を働いたアンティロコス、 3位がメ

ネラーオス、 4位がメーリオネース、そしてエウメーロスは最も速い馬を駆りながら、事故のた

めに最終 5位に終わった。アキッレウスはディオメーデースに 1等賞を与え、 2等賞はエウメー

ロスに贈ることを提案するが、その時アンティロコスが立ち上がり、自らの提案（OtKT]: 542）を

示してアキッレウスに異議を申し立て、自分が当然手にすべき賞品をエウメーロスに取らせるの

は不当だと述べた。アキッレウスはこれを受け入れ、エウメーロスには自分の戦利品の一つを賞

品として与えたが、今度はアンティロコスの卑劣な策略によって馬の走行を妨害されたメネラー

オスが立ち上がり、アンティロコスの行為を非難した後、こう続ける：

d入入’ ayE't’， Apycimv内y内τopEi;内8£ μ訪ovτci;,
£i;凶σova仰 O'tEpOlσl8mxσσατ£， μri8' 止π’apmyfl

Ei8' &y’£yゐvαもτらg主主主豆.!Q,1(αiμ’OUτtv＆φημ1 
＆λλov tπ1πλ内SElV企αvαらv・ i8£1αyap Eσταl. 
Avτi入oχ＇，d8’ayEOEUpo, OtoτpE<p£i;, ·~ 8£μ1i; £σ'tlV, 

στai;1ππffiVπpoπapm8£ 1(αi apματoらαも'tapl.μ＆σ0ληv 

χEpσlV EχE Oα8ivηv，… 

YππffiV CX¥JfcXμEVO包Yα1向。χov'EvvoσiyαWV
oμvu81, µ~ μf:v EKWV tら斗lらv86入<Vapμαπ£8内σαl. (573-85) 

アルゴ、ス勢を率いて指揮をとる方々よ、双方に対して公平に、依伯最買なく裁定を下しても

らいたい、・・・いやむしろ、わたしが自分で裁きを下そう、ダナオイ勢の中にわたしを答める

者は誰もおらぬと思う、わたしの裁定は正しい筈だからな。ゼウスの寵あるアンティロコス

よ、さあここへ出て来い、しきたりの如く車と馬の前に立ち、細やかな鞭を手に持て・一、そ

して馬に手を置いて、大地を囲み大地を揺るがす神にかけて誓え、好策を用いてわたしの車

を妨げたのは故意にしたことではない、とな。

メネラーオスはアンティロコスとの聞に生じた紛争の解決を、一度はアルゴ、ス勢を指揮する他の
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王たちの裁きに委ねようとしたが、すぐにその要求を撤回し、彼らと同等の権限を持つ者として、

争いの当事者でありながら自ら裁定を下したのである。その内容は、アンティロコスが一定の形

式に則って、自分は故意に不正な行為に及んだのではないとポセイドーン神にかけて宣誓すると

いう提案であった。これはゲルマン法における「証拠判決」（Beweisurteil)に相当する。つまり、

判決の中で定められた形式に従って紛争当事者のいずれかが宣誓を行えば自動的に訴訟の勝敗が

決定し、紛争に終止符が打たれるのである5。アンティロコスはこの提案が公正なものであること

を認め、謝罪して 2等賞を手放すことに合意する。この事例は紛争当事者の一人の提案が最終的

な解決案として採られたという点で異例であるが、先に示した紛争解決の過程をよく示している。

いま一つの事例は、第 18歌のアキッレウスの盾に描かれた裁判の場面である。

入αOl0’dv ayopn £σαv &8p6ot・£v8αOEV£tKO~ 
ゐpゐpct,Mo o' avOpci; EV£lK£0V £lV£Kαπmvili; 

av opらi;aπoφ81μ£vou.らμ£vη6χ£＇W πavτ’dπooouvα1
orwφπ1ψαもσKCOV,0 0' cXVαlV£1:0 μηOEV tλ白Oα1・

＆μφco o' 1£σ8YJv £rc1 Yστopt TC£tpαp t入tσOαl.
λαOl o' aμ<po1:EpotσlV tπTiπUOY aμ<pti; apcoyot ・ 

K内puni;o＇品pα入αらv£pfi1:uov. ot 8£ y£povτci; 
clατ’止rel.I；£στOtσ1λi801i;tcpcp £vl. KUKλφ， 
σK内π1:pα0£kηpuKcov £vχ£pσ’Eχov内£poφゐvcov・
τOtσlV ETC£l1:’市σσov，仰Ol~ηol.i; o＇益註~·
K£tτ00’ap’EVμ£σσOlσl oucoχpuσOto 1:cX入αV1:α，
τ0 06μcv, oi; μ£τdτOtσ1髭盟主l8uv1:αtα£ln0l. (497-508) 

またほかの場所では多数の人聞が集会場に集まっている。ここでは係争が起っており、殺さ

れた男の補償をめぐって、二人の男が言い争っている。一方は、町の人々にも事情を説明し

て償いはすべて支払い済みであると公言するのに対して、他方は何も受け取っておらぬとい

う60 双方は仲裁者の裁定による結着を望み、民衆はそれぞれの側に味方し、二派に分かれて

声援を送り、触れ役たちが出て制止にかかる。長老たちは輪形に設けられた神聖な場で、磨

かれた石に坐り、声高い触れ役から坊杖を受け取っては手に持つO 第杖を手にして次々に立

ち上がっては、代わる代わる己れの裁定を述べる。場の中央には黄金二タラントンが置いて

あり、これは最も公正な裁定を下した者に与えられる。

「最も公正な裁定を下した者に与えられるj という 2タラントンの褒賞金は、おそらく紛争当事

者がそれぞれ 1タラントンずつ拠出したものであろう。

(b）の意味での OtKYJから派生した動詞01KasnvI 01Kasrn8mの、ホメーロスにおけるその他の
用例は以下の通りである：

あなたはいつもわたくしの眼を盗んでこそこそと思案しては、ことを決めるのがお好きらし

い。（OtKα民μcv: IL 1. 542) 

トロイエー勢とダナオイ勢については、ゼウスに御自分の思惑通り、然るべく処置していた

だくとしよう。（OtKαSE1:CO: IL 8. 431) 

ひとりテラモーンの子、アイアースの霊のみは、他から離れて件んでいた。かつて軍船の傍

らで、アキッレウスの武具をめぐる判定を競い合って、わたしが勝ったのを今も憤っている

5 Thtir (1996), 61王

6 この一文（らト1i:v耐χEτoπavi:’＆no8ouvαt8{]μcpπ1φαもσKCOV,0 b’＆vαtVEl:O川8i:v比五σOα1・： 499-500）は、「一方は・ー
すべてを支払うど主張したが、他方は何も受け取らぬといって拒否した」ど解することもできる。詳しくは平山

(1998), 54f.を参照。
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のであった。その武具を武功の賞に賭けられたのは、アキッレウスの母なる尊貴の女神で、

主昼且トロイエ一人の子らとパッラス・アテーネーとで、あった。（81Kas6μ£voi;: Od 11. 545 ; 

OtKασαv : 547) 

それはあたかも、裁きを求める若者たちの、さまざまな争いごとを裁き終えた男が、集会の

場を立ってタ帥に向かう頃おい、一 (OtKαsoμ£vmv : Od 12. 440) 

(b）の範時に含まれる OtKT]のホメーロスにおけるその他の用例には、その意味幅にやや広がり

が認められる。アガメムノーンとアキッレウスが和解した後、オデュッセウスは後者に対して次

のように言う．

そうした後で、アガメムノーンにはおぬしへの罪ほろぽしのため、陣屋でたっぷり馳走し、

もてなしてもらわねばならぬ。おぬしが受けて然るべき扱いを受けぬようなことがあっては

ならぬからだ。 Ct'.vαμ内1:lOlKT]i; tπt0£u£i; £χnσOα ：IL 19. 180) 

ここでは OtKT]は「紛争解決の結果として一方の当事者に当然与えられるべきものj という意味を

帯びている。 OtKT]の複数形の用例においては、さらなる意味の拡大が看取される：

楯を構えるリユキエー勢を率いたサルベードーンは死んだ。正しい裁きと自らの武勇によっ

てリユキエーの国を衛ってきた男だ。（ら包AuKtT]Vdpuτo OlKUσi 1:£ Kαiσ8£v£tら： 1116.542) 

いかにもこの時わたしは、ゼウスの優れた息子ミーノースが黄金の杖を持って坐り、死者に

裁きを下す姿を見たのだ。亡者たちは門口広き冥王の館の中で、ミーノース王を囲んで、あ

るいは坐りあるいは立って、その蓋注主請うていた。（ol.8£ μtv 叩<plOlKαg tlpOV1:0 UVCXK'tα ： 
Od 11. 570) 

これら二つの用例と先に見た用例との聞に意味の相違はほとんどない。しかし、次の二つはどう

であろうか：

今はネストール殿に、別のことをお訊ねし伺いたいと思います。この方は正しい裁定と明察

にかけては人並すぐれておいでだからですが、・・・（白El1t£pt0l0£ OtK町内長ψp6v1v仕入λffiV.Od 

3. 244) 

それというのも、虫の知らせか、恐ろしい腕力を具え、 E義も提もよく弁えぬ野蛮な男が、

間もなく立ち現れそうな予感がしたからであった。（ouτ£OtKαi; dl Ei86ταOU1:£ 8£μ1σταi;: Od 9. 
215) 

これらの OlKCXlの意味するところは「平和的に紛争を解決するための手続き、訴訟手続き一般」

へと傾いていると解される。最後に、単数形での次の二つの用例が注目に値する：

晩い夏のある日、人間どもが集会の場で無法にも曲がった裁きを下し、神罰の下るのも意に

介せずに、正義の法を逐い払うのに腹を立て7、怒ったゼウスが豪雨を降らせ、・・・（o1~in civ 

ayopnσKOλuxi; KplVffiσl 8£μ1σtα包， EK8主企lKηvtλdσωσl .立 16.388) 

この企lKT]は従来、擬人化された「正義j の意味に解されることが多かったが、 OtKT]Vt入αUVElVと

いう表現が「訴訟を却下し、訴えを起こした者を力ずくで集会の場から追い出すj ことを意味す

7 この箇所は Hes.Op. 220任，250ff.と内容的にも用語の点でも類似しており、それゆえこれを後代の挿入とする
説が肯くからある： e.g.Ehrenberg (1921), 70; Dodds (1951), 32. 
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るとの解釈も可能である。

もとより至福の神々は、非道の行いを愛でられるはずもなく、正義と人間の正しい行いを大

切になされる。（Ol KllV 'tlOUO"l Kα1. al'.σtμα£py’av8pffiπffiV : Od 14. 84) 

こちらの OtKT]の意味するところは抽象的概念としての（道徳的な意味での）「正義jへとさらに

大きく傾いているようであるが、オデュッセウスの忠僕たる豚飼のエウマイオスのこの言葉が、

正当かっ平和的な手続きを踏もうとしないベーネロベイアへの求婚者たちに対する非難の一環と

して口にされたものであることを考慮すれば、この 8iK1lにも法的な意味合いが含まれていると解

することは必ずしも不可能ではなかろう。

形容詞OtKαlO包および副詞OlKαim包のホメーロスにおける用例も概観しておこう。（a）の範時に

含まれるもの、すなわち「然るべく振る舞う」を意味するものは、すべて『オデュッセイア』に

のみ現れる。第 14歌でエウマイオスは、求婚者たちは「縁組を求めるのにしきたりを守ろうとも

せぬ（oτ’oもK£8£入OUσtOtKαim~ μvacr8m : 90) Jと憤慨する。また、第2歌ではアテーナーがテー

レマコスに対して「今は求婚者どもの企みや思惑などは忘れるがよい。彼らは思慮もなく、 E義
を尊ぶ心もない乱心者ばかり（白ElOUτl VO内μov£soも8£ OtKαtot : 282) ... Jと説く。この“OU1:l 

VO内μov£soもOEOlKαtot”という句は他の箇所でも二度用いられている。一つは然るべく供犠を行っ

て神々の怒りを鎮めることをしなかったアルゴス勢に対して（3.133) いま一つはオデトユツセウ

スをイタケーへ連れてゆくと約束しながらそれを果たさず、異国の地へ連れて来た（実際は彼の

思い違し、）パイエーケス人に対して（13. 209）である。メントールに扮した女神アテーナーは、

献酒のための盃をまず先に年長者である自分に手渡した「若者（ネストールの子ベイシストラト

ス）の聡明さと礼儀正しさを嬉しく思」う（χa'tp£8' i¥8ηvαiηπEπvuμevφav8pl. OlKαiφ ：3. 52）。求

婚者たちを寄めるテーレマコスの毅然たる態度は、彼らの一人をして「今の尤もな言い分に腹を

立て、乱暴な言葉を返すような者は一人もおるまいと思う（ouKav 0~τis £πi 何8£vn81閥均

avnBimσ’白色σσ1問。απt卯£Vosχα入Eπαivot）」と言わしめる（18.414 = 20. 322）。また、オデュツ
セウスは新たな土地に漂着する度に、そこの住民は「粗暴、野蛮な無法者たち（もBPtσταi1:£ Kαi 

&yp101 oも8£OtKα101）であろうか、それとも客を遇する道を知り、神を怖れる心を持った人間であ

ろうかJと案じ（6.120正二9.175王＝ 13. 201王）、オデュッセウスに漂流謂を語るよう促すアルキノ

オスも「残忍野蛮で正義の何たるかも知らぬ（χα入Eπoiτ£ Kα1 &yp101 o心経 OtKα101）者たちもいた
であろうし、客を大切に扱い神を怖れる心を持つ者もいたであろう」と言う（8.575）。これらの

箇所での OlKCXlO包は言うまでもなく、客人歓待のしきたりを守ることを指している。別の箇所で

は、客人を然るべく持て成さなかったり、客人に対して無礼な振る舞いをするのはoも間λらvoも徒

OlKatOVであると言われている（20.294, 21. 312）。

これに対して、『イーリアス』における少数の用例はすべて（b）の範暗に属するものである。ア

ガメムノーンとアキッレウスが和解した後、オデュッセウスは前者に対して「あなたには今後、

他の者に対しても 81聞 l01:£posな態度を取っていただきたし1 と言っている（19.181)が、これは

「より平和的に振る舞うJということ、すなわち利害の対立が生じた場合も極力争いを避け、平
和的な解決を目指そうとする態度を意味するものと考えられる。そして、ケイローンがケンタウ

ロイ族の中で OlKαt6τατ0包であると言われ（11. 832）、アピオイ人が人間どもの中で OlKα101:α1:01

であると紹介される (13.6）とき、これらの意味するところはいずれも「最もよく法を遵守する、

最も平和的な」であると思われる。

以上の考察から、ホメーロスにおける OlKT]は（a）「ある特定の人間集団に特徴的な伝統的・習

慣的行動様式、相応しい態度」および（b）「紛争の解決ないしそのための提案、裁定」とし寸、互

いに独立した二つの意味領域を有し、前者には『オデュッセイア」にのみ見られる属格または限

定句を伴った OtKT]、ならびに同詩における OtKαWsのすべての用例が、後者にはその他の OtKT],
omisnvのすべての用例、ならびに『イーリアス」における oi聞 Wsが、それぞれ含まれるという
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結論が導き出された8。次節ではへーシオドスの『仕事と日』における OtKT)およびその派生語の

用例を検討し、それらの意味を明らかにする。

皿

結論から言えば、 OtKCXto＜；に関しては、『仕事と日」においてもホメーロスにおけるのと同様に、

(a), (b）いずれの意味でも用いられるが、 OtKT)はすべて（b）の範時に属する。ただし、より包括的

な概念としての「訴訟手続き、法」、ならびにそれらの侵害に対する「罰」という二つの方向への

意味の広がりが認められる。しかしながら、それはあくまでも（b）の意味領域の範囲内でのこと

であって、道徳的な意味での「正義」や不正行為一般に対する懲罰が含意されることはない。

以下、個々の用例について吟味してみよう。 8iKrtの最も本来的な「紛争解決のための提案、裁

定」の意味では、 τilv8£ 81 KT)v 8mxσσαl (39）のみが単数形である。しかし、この 8iKT)v8mxs£1v 

が「紛争に終止符を打つべく提案をなす、裁きを下す」を意味していることは、ホメーロスにお

いてこの動詞と同族対格のベアが現れる（あるいは後者が言外に想定されている）箇所 (IL18. 

506-8, 23. 579王）からの類推によって容易に理解されよう。他はすべて複数形であるが、 OlKα＜； Kαi 

σχtτλ1α£pyα （254）一例を除いて、いずれも「真っ直ぐな」（36,225）あるいは「曲がった」（219,

221,250,262,264）という形容詞を伴っている。

この基本的な意味が、やや広がりを持たされている用例が二つある。一つは d μdsm抑制KT)V

aOlKゐτEpO包£／；El (272）である。この OtKT)は「紛争当事者の一方が裁判の結果、手にする利得」

を意味していると考えられる。いま一つは OtKT)V8' £8£λT)σ1παpασχElV (712）であるが、これは「紛

争解決の結果として、当事者の一方から他方へ支払われる償し、」の意である。つまり、これら二

つの例における OtKT)は、先に見たn.19. 180におけるそれに非常に近い意味を有していることに
なる。

OtKT)の意味の広がりのより顕著な例は、これが「訴訟手続き、法」の意味で用いられている箇

所において認められる。 OtKT)は『仕事と日』においてはこの意味で用いられることが最も多く、

用例は 12を数える（9,192,213,217,220,249,256,269,275,278,279,283）。これらのいくつかは

半ば（9,213, 217, 275）あるいは完全に（220,256）擬人化ないし神格化されている。これは OtKT)

の重要性をより一層強調するためだと考えられるが、その意味するところが「法j の域を出るこ

とはなく、道徳的価値を体現するものには決してならないということは注意すべき点である。さ

らに。：包 S む~pl包 τ£ µ£µηλEKαK~ Kαiσχtτλta £pyα，τOl包8£8iKηv Kpovi8rii; 1:£KμαtpEταl £もpu6παZcui;
(238王）においては、 8iKrtは「訴訟手続きないし法の侵害に対して下される罰」の意味を有して

し、る。

形容詞OtKαtoi;とCX0lKO包はホメーロスにおける場合と同じく、（a),(b）いずれかの、あるいは場

合によっては同時に両方の意味領域に含まれる。 270,271, 272および334では、これらの形容詞

はいずれも（a）の意味を有すると解されるが、 260の品OlKOVは（b）の意味、すなわち「訴訟手続

きを蔑ろにする」の意味で用いられていると考えられる。 158と190においても 8iKmoi;は「法を

遵守し、訴訟手続きを重んずる」の意味に解しうるが、（a）の意味をも併せ持っているとも考えら

れる。中性形が名詞として用いられている場合は、単数（226）複数（217,280）を問わず、いず

れも（b）の範暗に含めることができる。

以上、『仕事と日』における 8iKrtの用例を検討してきたが、それには二つの大きな特徴が認め

られる。まず第一に、 OtKT) は ~lT) ないしも~pti; と明確に対置されている。この対立は詩人が弟の

ペルセースに直接語りかけて助言を与えるくだりの冒頭部分において最も顕著に認められる。た

とえば、「ベルセースよ、お前はE義（OtKη）に耳を傾け、暴慢（uBp1i;）を煽ってはならぬ9」（213）、

B もっとも、 OtKCXtoーについては、すべての用例が OlKllの場合ほど画然と（a),(b）いずれかの；意味に区分できる訳

ではない。たとえば、（a）の意味に分類した Od6. 120の例なEは「法を遵守する」の意味に解することも不可能

とは言い難いのである。したがって OlKCXlO包に関しては、いくつかの用例においては意味の区別は困難であり、二

つの意味を共に含んでいる場合さえありうるとしなければならない。

9中務哲郎訳『へシオドス全作品』（丙洋古典叢書・京都大学学術同版会，2013）を用いた（以下同じ）。
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「ベルセースよ、これらのことを胸に叩きこんで、今こそ正義（OtKT)）に耳を傾け、暴力（~iT))

はきっぱりと忘れるのだ」（274f.）というように。この対立はベルセースに対する助言の中核を成

しており、半擬人化によって強調されてもいる（217王： ~lKT) 8＇切匂ぞ＇Y~ptoi; hχElえτ仏oi;
£1;clc8ouσα）。この 8iKT) と ~iT) ないしも~pl包との対置に込められた詩人の意図は明らかである。す

なわち、紛争を暴力に訴えるのでなく、法的訴訟に基づく仲裁によって平和的に解決せよと説い

ているのである。そして第二に、 OtKT)は宣誓と結び付けられている。宣誓は裁判において紛争当

事者自身にも（193f.）証人にも（282王）求められたが、へーシオドスがこれを重要視しているこ

とは、「曲がった裁きには、誓いが遅れずについて回るものだ（α仇lKαyap1:p£χ日付OpKo包品開

σKOλ市σl0lK1lσlV : 219）という詩句から明白である（最後の 2語は「（偽誓に基づく）曲がった主

張ないし供述j の意味に解すべきかもしれなし、）。

以上見てきたように、『仕事と日」における OtKT)はあくまでも「訴訟手続き、法」とし寸意味

の範囲内で理解すべき概念であって、道徳的な意味での「正義」では決してない。このことは、

この作品に現れる OtKT)の用例 24のうち実に 20が、ベルセースに対して「紛争を平和的に解決せ

よJとの助言を与えている部分（213-85）に集中していることからも明らかである。『仕事と日」

はしばしば「道徳的」教訓詩であると言われるが、実際にはそのようなものではなく、住みにく

い世の中でいかにして生きてゆくかを説いたものであり、その実生活上の知恵の重要なーっとし

て、紛争を平和的に解決する手段としての OtKT)がクローズアップされているのである。
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